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　It　has　already 　been　 reported 　tllat　two 　 ohhe 　original 　 plants 　 Qf 　Mai −Men ・T しmg 　are 　Oph −

ioPogott 　 eh 〔3ん伽 ヨ
朋 ∫ガ∫ and 　 O 、ノ＠ 傭 螂 ．　 Mai −Men −Tung 　 Qrigillated 　from 　 Li・，・iope　 is　 also

marketed ．　 In　this　paper ，　 tlle　pharmacogIlostical 　studies 　on 　this　 crude 　drug　will 　be　descri−

bed．　Five　 species 　of 　Ltlr・io／》θ　（L，　musca 厂i，　五．　angusti ∬ i）na ，ゐ．／）Zdtyphyltα ，
　 L．　spicata 　 alld 　1⊃．

た07
−
e α 1

’
la ），　which 　Possess 　underground 　tuberoids 　alld　which 　can 　セ）e　a　possible　origina 畳Plant

of 　Mai 　Men −Tung 　 were 　examined 　from 　an 　anatomica 正 point 　 of 　 view ．　 The 　 Mai ・Men ・Tung

specimens 　fro皿 Formosa ，　Korea　and 　China　were 　also 　studied 　fronエ the 　same 　point 　 of 　view ．

Ftom 　 the　 anatomical 　characteristics 　of 　tlユe　 spccimens ，　 the 　 orlghl 　of 　 Ma ト〜》1elL−Tung 　 froln

FormQsa 　was 　assigned 　to ム．ノπ π ∫ c α ノゾ and 　that 　from 　 Korea　or 　Chhla （Peking） was 　assigned

to 五．　koreana．　 The 　authors 　also 　 exarnined 　 the　 assumed 　 original 　 plant 　 of 　FormQsall　Mai−

Men −Tung 　cultivated 　ill　Fornlosa，　 and 　 con 丘rmed 　the 　original 　plant　of 　Formosall　Mai ・Men −

Tung 　from　Formosa 　to　be ム．　muscal ’i．　 In　the　same 　way ，　 it　 was 　shown 　that 　the　origin 　of

Ma 三一Men −Tung 　fronn　Korea 　was 　L ．　kot・ean ‘z．　 In　Chlna
，
　 altllough 　Mal −Men ・Tung 　originating

fron10 ．　chekiangensis 　 is　 produced 　 in　the 　down　 s亡ream 　 area   「 the 　Yalltze・Kiang，　 that　 is

southerll 　part　of 　China，　Mai．Men −Tung 　originating 　from ム たθ 1
・
c α ’♂α is　alsQ 　obtaillable 　in　the

market 　of 　Peking ．　 According 　to　Nakai，　 L ．　leoreana　is　believed　tQ　 bc　growing 　ill　 Liaoning

Provillce，　which 　is　near 　Peking ；thus 　it　is　reaso エiable 　that 　the 　crude 　drug　orig 量nating 　Erom

L ．leoi・eana 　is　obtainable 　ill　 Pek 孟ng ．

　The 　structure 　of 　the　roots 　Qf ム．〃
’
t．ztScar ’i　 and 　l｝、α ng

・
π st

・
11SSit〃 a 　was 　clarified 　in　this　study 、

1t　has　thus 　been　confir エned 　that　in　addition 　to　the 　M ［ai −Men −Tung 　specirnens 〔ler量ved 　Eroin

O ，chekiangensis 　 or 　O．ノα戸o ノ〜磁 ∫，　 Ma トMen −Tung 　originatiIlg 　from　L，〃 tusca ア
’i　 or 　L ．　koi

’
e α na

is　also 　ill　nユarket ．

　前報
P

に お い て 中国産 の O／）htlopogoii　eheltiang
’
eftsis1

）
を某原 とす る 麦門冬が Penan9，　 Bat］kok・香 港・名古堅市

場に 見られ，一方 II．lf内長野 rlfで は 少量なが ら 0 ．jaPomicusを基 原 と す る 麦 II「1冬の 生 産 が 行 な われ，そ の
．
l　l∫揚晶 の 例

を幸艮告 し．．た，

　現在の 中国 で は 0 ，chek ・iangensisを 栽培 して 麦門冬を 生 産 す る他 に ，江蘇省な どて
’
は 野生 の Liv−ioPe　sP

’icata を

採集して
tt

土麦冬
”

な どの 名称で呼ばれて い る
3）．また藤 田 4 ）

， 藤田，本島
5）が 日本 と韓 国 で の 麦門冬 の 基原植物 と し

1） 日本薬学会第 89年会 （岡LLi， 1978年 4 月）に て 発表．第 3報 ： 田中俊弘，水野 瑞夫 ，野呂征男，木村康一 生

　 薬，　32，　136 （1978），
2）L ・ 。ati ・ n ・ a ）・14it・h…

−Hig ・ ．・hi，　C ・f・ ； b＞ Y・g ・t・
一研 岬 ・・ 汲 ・ψ・肱 晦 の

・
・ ； （／）働 畝 跏 … 砂々

　 Gun ，　 JJolefeaidδ．

3） ・．咽 科学院植4刎 1究 所南京中岫 齣 1云輌 用植物教研細 萪諾 〉， 江蘇省刷 蠅 材誌・科 学 i・vi版社・北京・
1959 ・

　 p．217．
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Fig，1，　 LtTriope　in　the　Ancient　Chinese　Documen し

て L ．koneanα と 1・．g ア
’
a 〃nttn

’
tYblia を 挙げ て い る．台湾に お け る 麦門冬基原植物と して 北部 で は L ，〃 tuscai

’i が 栽培

され ，
rh 部 で は L ．　angttstissima が多く栽培され て い る 6），また韓国慶尚南道に お い て 麦門冬生産の 目的 で L ，　leOi−eana

の 栽培 が 行 な わ れ て い る
7〕．

　中国 の ＝ 才図会
8）

の 麦門冬 の 図 （Fig ．1）は直立 す る花茎 と開出す る花 の 点 か ら明らか に 劫 癜 ♪6 を 示 す もの で あ

る，中国高等植物図鑑
9）

で は OPhioPog’on に 沿階草属 を，　 Li，
’ioPe に 土麦 冬属 を あ て ，

　 L．　spic ，atce に は 麦冬
3，

， 大麦

冬
1°）

，麦門冬
11）

の 名称が あ る．こ れ は 本草学的に は 0 戸ん妙 ogo π に 麦門冬をあ て る べ きで あ る に もか か わ らず
D ，民

間 で は Lir’iOPe に 混用す る揚合もあ る こ とを 示 す もの で あ る．麦 門 冬 に Lii’iope を も あて る と い う事は 中国 に お い

て，少な く と も17世紀以前に 行 な わ れ た と推 定 され る．

　現在 OPhioPogon の 他 に Li7−i（膨 を用 い た麦門冬の 生産 が 行 な わ れ て お り
3・9層m ，市場品 に も い くつ か の 例を 見

出 した．台湾 の L．’n’tttscari ，　 L．　angustissilma お よび 韓 国 の L ．　hoi’eana を入 手 し て LirioPe を基原植物とす る 麦門

冬 艮）生薬学的研 究 を 行な っ た ，

　な お L ．spicαta，ム 髄 勘 ψ妙♂跏 お よび L ．　koreana の 構造に つ い て は 藤 田
4 ）

お よ び 藤 田，木 島 5）
に よ っ て 報告 され

て い る の で ，木 報告 で は L ．　）nuscari と L ．angustiysitna の 解剖図の み を収載す る．

実　験　の 　部

1． 材　料

　本研究 に 用 い た植物 に は 次の 学名 を適 用 した ，

　（i）　五．〃 〜7‘∫ごα万 BAILEY12＞： Ophio／）ogon 　v
’
tlUSCtll

・i　DEcAlsNE と命名 され た もの が，後 に Lii’ioP‘f 属に 改 め ら

れ た ．台湾産 の もの に つ い て は 大井 の 鑑定結果
6）
お よび DECAISNE の 標本 の 写真 との 比較 の 結果 こ の 学名 を 用 い る．

分布 ： 台湾，

　（ii＞ L．　atzg ’ttstt
’
ssinta 　OHWI6 ・ユ3，

： 命名者に よ り鑑定 さ れ た もの を 洪 6 ）

よ り入 手 して 使川す ζ，．分布 ： 台湾．

　 4）藤 田 白：市，薬誌，43，図版8 （1923）； 44，図版 13（1924）．
　 5）藤 匚［1直 rl∫，木島正 夫，薬誌，63，163（／943）．

　 6）洪祖仁，台湾農業研究所農業研究，19，27 （1970）．

　 7）頼榮祥 （編著），原色生薬学，創譯出版社 ， 台中，1976，p ．102．

　 8）王 圻，三 才図会，1609，巻草木1，15丁 表．

　 9）1
．
li国科学院北京植物研究所 （編），中国高等植物 図 鑑 5 ，科 学 出 版社 ， 北京，1976，　 p．529，

　10）中国医科学院葯物研究 所 （編），中葯志 L 人民衛生 出版社，北京，1959，p，229，

　11）南京葯 学 「完葯 材 学 教 研 組，葯材学，人民衛生 出版社 ， 北京 ，
1961 ，p．693．

　12）L．B．　Bailey
，
　 Gentes　Herbaivr〃n ，2，3（1929）．

　13）　J・Ohwi ，　Act・　PhOrtota　von ，　Geobot．（Shokubutsu　Bunrui 　Chiri），　3，　201（1934），

（213 ）
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　（皿 ）　L．Spicata　LOuREIRo12・14） syn ．　 L ．9γacilis 　NAKAI15）
： リュウ キ ュ ウ ヤ ブ ラ ソ ； LOuREIRo が 採集した標本

の 写真 を Museuln 　National　cVHistoirc 　Naturelle よ り入 手 し，　 slender 　 rhizeme の 存在 を確認 した・ 分布 ： イ γ

ドシ ナ 半島，中国 ， 口木．

　（iv） L．　koneana　NAKAI エ6）
コ ヤ ブ ラ ソ ； 韓国に は L ，　koreanα と L ．ヵ如砂幽メ‘α の 両方が知られ て い るが ， 栽培

巾 の 株 を 入 手 し た の は ム，koreana で あ っ た
17 ）．分布 ： 朝鮮半島，中国

16）．

　（v ） L．f）latyphylla　WANG 　et　TANGI8 ） ヤ ブ ラ ソ ： 邦産 の ヤ ブ ラ ン と呼 ば れ る もの に 対 し牧野 ，根本
19）

は L、

g
’
ramintfolia 　BAKER を あ て た 二 と があ る．こ の 学名 の 植物は 最初 Asparαgus　g

・
nami ，nifolius 　L．，　J）raCtiena 　grami

−

mfolia 　L．と記載され た が，後 に ム 離 α〃 z初 蜘 ♂如 BAKER と改め られ た ．また L ・gramintfolia　BAKER に は slendcr

rhizome を 有す る
20 ）

と 記載され て お り，こ れを slcncler 　rhizome を もたな い 邦産 の 和名 ヤ ブ ラ ソ に あて る の は 不 適

当で あ る．LINNE の 標 本 21｝

は葉 の 狭 い 種類 で あ る が，　 LOuREIRo の L ．　sP
’icataと も別物 で あ る

12）．

　本報告で ば ヤ ブ ラ ソ の 学名と して大井 の 説
「s）

に 従 っ て L ．ρ磁 砂 1び 翫 WANG 　 ct　TANG を 用 い る．文献を 引用す

る場 合 の み そ の 原著者 の 用 い た 学名を そ の ま ま引用す る．分布 ： 日本 ， 巾国
1s ）．

　2．　比較解剖に 用 い た材料

　（i） L ．vnthscari 　BAILEY
， 台湾，台北市 （1971 ， 3， 栽培）．

　（ii） L ．α ngustt7ssiina 　OHWI ，台 湾，台北 1［i （1971，3，栽培）・

　（ili） L．　sf ，icatα LouREIRo
， 岐 中県 海津郡 （1977，7，野 生 ）．

　（iv） L．　Plat．vphylla 　WANG 　et 　TANG ，岐阜県揖斐郡 （1977 ， 7， 野 生）．

　（v ） L．kof’eana 　NAKAI ，韓 国慶尚南道 （1976，11，栽 培）．

　な お L ．lnino7 −MAKIN （，22） は 薬用 部で あ る根 の 肥 大部の 形成 を 認め な い の で 本 研 究 の 対象か ら除外 した．

　 3． 市場品衰門冬

（1）

（ii）

（丗 ）

（iv）

（v ）

4．

市 場 品 1 ： rl
．
3国産 と 称す る 大阪市場品麦門冬 （1974）

il∫場 品 2 ： 台湾産と称す る名古屋市場品麦門冬 （1974）

市場品 3 ： 韓国産 と称す る大阪 li∫場品麦門冬 （1966）

市場 品 4 ： 北京市場品麦門冬 （1977）

市場品 5 ； 台北市場 品麦門冬 （1977）

　　　L ．mttscari （Fig ．2，　 Fig．5−1，　 Fig．6−1，　 TABLE 　I）

　恨の 肥 大部 （tuberoidu3））の 構造 ： 表皮は 60 × （40 〜50）ptrn24）
の ほ ぼ 長 方形 の た が い に 密着 し た 1 層 の 細 胞 屠 か ら成

る．根毛 を 認 め な い ．表皮 に 内接 し て 外皮が存在す る．外皮 は （50〜80）x （60〜100）μm の 長方形 の 細胞 1 層か ら成

り，
た が い に 密着 し て い る．表 皮 と外 皮 の 細 胞 壁 は コ ル ク 化 して い る ド

ー方 外皮の 通過細胞 の 壁は 鈍角に 外側へ 突

ぎ出て お り， コ ル ク 化 し て い な い （Fig．6−1A ）．通過細胞に 外接す る表皮細胞 の 壁は著 し く肥 厚 し て い る，外皮 は 木

化 す る が，通過細胞 とそ れ に 外接す る表 皮細胞 の 肥厚部分 は 木化 して い な い （Fig．6−1　A ）．皮部柔組織 は 直径 160〜

190 μm の 細胞か ら成 り，離封憫 隙が 発 達 して い る，束針 品 を 含有す る が 柱 状 晶は 認め られない ．外皮に 内接す る部

分お よ び 内皮に 外接す る 部分は 他 の 部分に 比較 して や や 小型 の 細胞が 1 〜2 層 み られ る．内皮 は （15〜20）x30 μm の

1層 の 細胞1曽か ら成 り，通過 細胞 を 除い て 細胞壁は や や 肥 厚す る．内鞘 は 20 × （20〜25）μ
m の 細胞が 1 層並 ん で い

る．原生木部 は 11〜14，孔紋導管 を 認 め る．髄 の 細胞は 薄壁で あ る．

　根 の 細い 部分 （fibrous　part） の 構造 ： 表皮は 80x40 μm の 細胞 1 層か ら成 り，根毛は ほ とん ど認 め られ な い
25 ）．

表皮 に 内 接 し て 外皮 が 見 ら れ る 、外皮は （50〜60）× （40〜60＞μ m の 細胞 1 層か ら成 り，木化 お よび コ ル ク 化して い

14） H ．H ．　Hume ，　 Baite♪，a ，9，135（1961）．

15）　T ．Nakai
，　Cat．　SL・M ．　Bot．　乙砺ゼて丿，　7b ッ々θ

，　1919−192 ，　33（1920）．

16）T ．Nakai ，　B θt．ハ盈zg ．7］o妙 θ，48，777 （1934）．

17）鄭台鉉，韓国植物図 鑑 （下 ），教育仕 ，ソ ウ ル ，1956，p．94L

18） 大 井 次 三 郎，日 本植物誌，至文堂 ， 東京，1953 ，p ，377．

19）牧野富太 郎，根本莞爾，H 本植物総覧，日本植物総覧刊行会，東京 ，
1925，　 p．1267．

20） G ，」．Baker ，
」．　Unn ．　 Soc．　 Bot．，14，538（1875）．

21）C，A ．　Linne
，
　Species　Plantarum ，　Tomus 　II，　Impensis　G．　C ．

’
Nauk，　Berlilli

，
1799，　p ．158．

22）T ．Makino ，　Bot．　 Mag ．　 Tokyo ，7，323（1893）．

23）L ．Benson
，
　 Plant　Classification，　 D ．　C ．　Heatlコ and 　Company ，　Boston ，1965 ，　 p．665．

24）細胞 の 大 ぎさ は ， 半径方向 × 接線方向の 長 さ で 表 示 した ．

25）顕微鏡下 に は発見 し難 い け れ ど，根 の 表面 に は 少量 な が ら
一

部分 に 環状 に 群生す る根毛を認め る こ とが で きる．

（214）
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〜

Fig．2． Transverse　Scction　of　the　Tuberoid （Left）
of 　 L ．7nuscari

arld 　 the 　F 量brQus　Part　 of　 the　Root （Right）

　

　

灘
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　 　 　 Fig　5　The 　Inmost　Cell　of　Cortex　of　Lzrt‘丿pe　spp

　 Tulコero 阻d　o 壬 the 　RoQt （A ），
　 Flbrolls　Part　of 　the 　Root （B） 1，　L　muscart ，

2，　 L　angustz 〜st？na ，

　 3
，

ム s♪tca 彦a 　p　4，　 L　PIatyPhylla，5
，　L 　koreana

　 　 　 　 　 　 （218 ）
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　　　　　　　　　　　　　Fig．6．　 Transfusion　Ce旦l　of 　Exodermis 　　　　　　　　　　　　　
−

Tube ・°id °f　th ・ R ・。t （A ）・Fib・… P ・… f ・h・ R… （B）．1，　L．肱 吻 ； 2，ム，。。gus
’tissima ；

3，　L・sPicata ；　4，　ム．Plat“，Phツ lla；　5，　五．feoreana．

る通 過細胞謝 め る （Fi・・6−1　B）・皮繰 組織 は直径約 90 μm の 細胞 よ 喊 り，東端 を 飴 髄 を認め る波
層最内部 の 細胞醐 豐 曙 し く肥 厚す る ・ とは な い ・厳 は ・O・ 2・・m の 細胞 ・勵 ・城 る．馳 木部は 、、〜、4．
孔紋導管を認 め る．髄 は 直径 20 μm の や や厚膜化した 細胞 よ り成 る．

　5．　L ．angustissima 　（Fig．3，　Fig．5−2，
　F三g．6−2，　TABLE 　I）

肥 大部 の跛 の 髄 細胞酬 接す る部分 の 裁 繖 喇 胞壁繕 し く肥厚す る （Fi、．・6−2・A ＞．皮巌 内部喇 胞 は
た が い に 密着 し て い るが 肥 厚す る こ とは な い ，

根喇 い 部分 の 触 の 髄 細胞 は 鋪 11噸 鰹 つ 9 ，W・ て い る （Fi・・6−2　B）．皮驟 内部喇 胞喇 艟 曙 し く肥
厚す る こ とは な い ，

　6．　L ．spicata （Fig．5−3，
　 Fig．6−3，　 TABLE 　I）

肥大蹴 お い 破 巖 嘛 の ・齣 系隗 は 「喇 喇 罐 曙 し くj」巴尉 る．根噺 い 部分 に お い て 械 臟 内黝
2 〜 3 層の 細胞 は 内側 の 細胞壁が著し く肥厚す る

26 ），

　7。　L ．ptatgphylla （Fig．5−4 ，
　Fig．6−4，　TABLE 　I）

肥大部破 騾 内部噺 胞 に お い て は 触 醸 す る 紛 喇 胞壁 が 特曙 し く肥尉 る一 摘 ま半働 向の 細 鰹
が や や多 く肥 厚す る 傾向が あ る．根 の 細 い 部分に お い て は 皮 層最内部 の 厚膜な細胞は 2 層で あ っ た ．

　8．　L ．koreana （Fig．5−5，　F三g．6−5，　TABLE 　I）
獣 部 の 皹 畷 艦 嘲 胞 の 融 壁が や や肥 尉 る ・　 iRの 細唱 分に お い て 肭 灘 巌 す る ・層 の 髄 が 肥厚

す る ．こ の 細胞層 の 細胞壁 は U 字形〜V 字形 に肥厚 して い る．

26）Fig2 ，　Fig．3 で は こ の 細胞 の 膜孔 が 省略 して あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2工9 ）
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↑ABLE 　II．　 Origin　of 　Mal−Men −Tung

A ．The　samples 　con 丘rmed 　by　obtai ロing　the 　original 　plants　from 　tlle　produc 三ng 　center

　　Formosa ： L，7nuscari ，ゐ．　angustissima

　 　Korea ； ム koreana

　　China ： 0．　chefeiangensisi ）

　 Japan：　0 ．ゴaf ｝oni ‘usl
）

B ，The 　samples 　confirmed 　by　 obtaining 　the 　 crude 　drug　Mai−Men・Tung 　from　 every 　market

　　Formosa （Taipei）： ム muscari

　　Cllina　（Pek 呈ng ）； 五．　koreana

　　Japan （NagQya ，
　 Osaka）： L ．” lftsca プi，a ） L ．々oreana

，

b） O．　chekiange 刀sis，c ， D 　O ．j
’
aPonicztsd ・

D

　　Hong 　Kong ： 0 ．　chekiangensisi ］

　　Malaysia （Penang）： 0 ．chekiangensisl ）

　　Thailand（Bankok）： 0，‘hekiangensisi）

a） Probably　imported　from　Formosa ．
b） From 　 Korea ，
c） From 　China ．
d ）

　Produced　in　 Japan．

　9． 市場品 1 （中国産 と称す る大阪市場品爰門冬）（TABLE 　I，　Fig．4）

　外部形態 は 両端の 尖 っ た 棒状 で 黒褐色，縦 じわ が あ る．入 手 した 市場 品 中に 根 の 細 い 部分 を混 入 し て い な か っ た ．

肥 大部の 皮層最内部 の 細 胞 の 細 胞 壁は 肥 厚 し て い な い ．内部構造 は L．　muscari と一
致 した，

　10．市場 品 3 （韓国産と称する大阪市場品麦門 冬） （TABLE 　I，　 Fig．4）

　両端 の 尖っ た 俸状で ，黒碣色〜褐色．な か に は中央部か ら
一
端 に か け て 黒味を 帯び た もの があ る．縦 じわお よび 小

石 ，砂粒 の くい 込 ん だ よ うな 跡 を連想 させ る くぼ み が あ る，肥 大部 お よび 根 の 細 い 部分の 皮層 の 最内部 の 細胞 の 細胞

壁 は U 字形〜V 字形 に 肥厚して い る．内部構造 は L ．leoreana と一致 し た ．

　11．市場品 4 （中国，北京市場 品麦門冬）（TABLE 　I，　Fig．4）

　紡錘形で 黒味を お び た 淡褐色，表面が 白い 粉 を か む っ た よ うに 見 え る．皮 層最内部 の 細胞の 細胞壁は ，肥 大部に お

い て は 薄壁 で あ る が，混 入 す る根 の 細い 部分 で は 皮層最内部 の 細胞 の 内側お よ び 半径方向の 細胞壁 の 内皮 よ りの 部分

が 著 し く肥厚し，U 宇形 を 呈す る．内部構造 は L．　koreanα と一
致 した．

　12．市場品 2 （台湾産 と称する名古屋市場品麦門冬）， 市場品 5 （台湾市 場 品 爰 門 冬） （TABLE　I，　Fig．4）

　棒状で 褐色
〜明るい 褐色，縦 じわが あ る．市場品 2に は 根 の 細 い 部分を混 じな い が ， 市場 品 5 に は 根 の 細 い 部分を

混 じて い る．肥 大部 に お い て 皮 層最内部の 細胞 の 細胞壁は 肥厚しな い が，混入す る根の細い 部分に お い て は そ の 内皮

に 外接す る細胞 の細胞壁がや や肥厚 して い る．外皮の 通過細胞 は L ．　angasti ∬ ima 型 の もの （Fig．6−2　B） は 認 め ら

れ ず， 内部構造 は L ．　muscam
’

と
一

致 した ．

考 察

　OPhioPogon の 根 は 太 く根 毛 が発達 し て，油滴，柱状晶，根被 を 認め る もの もあ る 1）．一方 LirioPeの 根は 比較的

細 く根毛 の 発達が悪 く，根 の
一

部分に 群が っ て 存在す る の み で あ る．油 滴，柱状晶，根被は 認 め られ ない ．これ が 両

属 の 根に お け る 特徴的な差違で ある．

　中国，台湾，韓国 ， 日本 に 産する LirioPe　5 種 に つ い て 根 の 内部構造の 比較を行な っ た と こ ろ ， 皮層最内部 の 細胞

の 肥厚を 認 め な い L．”瑯 齪 膏 と L．　angnstissima お よ び 著 し く肥厚す る L ．platyphylla，　L．　spicata と L．
　
koreana

に 大別す る こ とが で き た．前 2 者相互 ，後3 者相互 に 関 して は 内部構造は 極め て類似 して い た けれ ども， 外皮 の 通過

細胞 の 形 ， 皮層最内部 の 細胞 の 形状 に よ っ て 区別す る こ とが で きた （TABLE 　I・Fig・・5
・
Fig・6）・

　台湾産 の 麦門冬 に 関 し て 頼
7）
は Lirt：oPe も栽培され るが 生産量 は 比較的少ない と述べ て い る が そ の 根 拠 は 明確 に さ

れ てい な い ，一
方洪

6 ）

は 主 1・cLi ，
’ioPe を 栽培 し て い る と報告 して い る．その 報告に よれ ば L．”muscari は台湾北部 の

桃園，新竹，苗粟 で 栽培され て お り，
L ，　angustissima は 大井

13 ）

に よ り台湾 の 七 星 山 で 採集命名 され た もの で あ り，

主 に 台湾中部 で 栽培され て い る．従 っ て 台湾で の 栽培 に よ る 麦門冬基原植物に 2 種が存在す る
6）． し か し．今 回 台 湾

（台北市）市場品お よび 名古屋市場 で 台湾産と称す る 商品見木 を 入 手 した 2検体 （No，2，5） の 麦門冬の 内部媾造 は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （220 ）
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い ずれ も L．fnuscari と一致す る も の で あっ た．

　中国 の 北京 「「ゴ場品麦門冬 （市場品 4 ） の 内部構造は L ．　koreana と一致した．中国に 分布 し麦門冬の 基原植物 とな

り得る Lit’ioPeに は ，
　 L．　sPicata3 ・IO・11） と L．　PlatyPhrvlla9） が あげられ て い る．中国で L．　spicata は華北 ， 華中，

華東，陜 西 ，四 川，貴州に 分布 し，L，　platyPhyUa は 広東，広西 ，福建，江西，安徽，江蘇，1−［」東，河南，湖南，湖

北 ， 四 川 ， 貴州に分布が 知 られ て い る
9）．一

方中井
16＞

に よ れ ば L ，　koreana は朝鮮半島か ら遼東半島に ま で 採集記録

が あ る．市場品検体を入 手 した の は 北京 の ilia．，で あ っ た 点を考えあわ せ る と 近 くまで 分布す る ム 如 プθ砌 α を北京市

場品麦門冬 の 基原植物 に 推定す る こ とが で きる．市場品 1 に つ い て は大 阪 の 市場 で 中国産と称 し て 流通 し て い た もの

で あ るが，皮層最内部 の 細胞が肥厚 しな い 点か ら L．　muscari に
一致す る．従 っ て む しろ 台湾産と称すべ ぎ商品 と考

え られ る．

　韓国産の もの に つ い て石 戸谷
2T ）

は L ．　gratninifbliaを，藤 田，木島
5）
は L ．　koreana をあげて い る．今回，韓国で

栽培さ れ て い る も の と して 入 手 した もの は L．koreana で あ り，これを L．　PlatyPhyllaと比較 した とこ ろ 皮層最内部

の 細胞 の 細胞壁 の 形状 に 差 違 を 発見 し （Fig．6），韓国産と称す る市 場 1鴇 3 を 鑑定 した と こ ろ L．　leOi’eana と一致した

（TABLE 　II），

結 論

　1， ム．tnuscari
，
　 L．　an ．gustis5ima ，　 L．　sPicata ，　 L．　Platy汐hyllaお よ び L ．　koreanaに つ い て 根の 内部構造 の 点 で 区

別 す る こ とが で き た．

　2，　 栽培中 の 基原植物 の 入 手お よび市場品麦門冬の 解剖 の 結果 ， 台湾産麦門冬の 基原植物に L．muscari を ， 韓国

産麦門冬 の 基原植物 に L ．koreana を確認 1−、た．な お 中国の 北京市場品麦門冬 の 中に 基原植物 を L ．　leoreana と推定

で ぎる もの が あ っ た ．
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　1．ist　of 　Abbreviations； ep ，　epidermis ； trc，　transfusion 　cell ； ex ，　 exodermis ； cb ，　 crysta ！bundle； ph，　phlo−

em ； tw
，
　 thickencd 　wall 　cel1 ； en

，
　 endodermis ； xp ，　 protoxylem ； pr，　 pericycle．

27）石 戸 谷勉 ， 鮮檠，15，188 （1935）．
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